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『官板実測日本地図　北蝦夷』に
押された「開成所刊行」印

『官板実測日本地図　山陰山陽南海西
海』に押された「沼津学校」蔵書印

『官板実測日本地図　山陰山陽南海西海』の全体
当館蔵

（195.4㎝×142.1㎝）



近
年
、
当
館
が
古
書
店
か
ら
入
手
し
た
資
料
に
『
官
板
実
測
日

本
地
図
』
全
四
舗
（
北
蝦
夷
・
蝦
夷
諸
島
・
畿
内
東
海
東
山
北
陸
・

山
陰
山
陽
南
海
西
海
）
が
あ
る
。
う
ち
、
畿
内
東
海
東
山
北
陸
を

除
く
三
舗
に
は
「
沼
津
学
校
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
沼

津
兵
学
校
の
蔵
書
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
官
板
実
測
日
本
地

図
』
は
、
伊
能
忠
敬
が
測
量
・
作
成
し
た
地
図
を
幕
府
が
初
め
て

印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
き
な
図
な
の
で
折
り
た
た
む
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
絹
製
の
薄
茶
色
の
台
紙
に
は
題
箋
が
貼
ら
れ
て
い

る
。
木
版
に
よ
る
地
図
に
は
淡
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
北

を
上
に
す
る
と
、
三
舗
と
も
「
沼
津
学
校
」
の
朱
印
は
左
下
角
に

押
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
蝦
夷
は
右
上
角
、
蝦
夷
諸
島
・
畿
内
東

海
東
山
北
陸
・
山
陰
山
陽
南
海
西
海
は
左
上
角
に
「
開
成
所
刊
行
」

の
小
型
朱
印
（
二
・
一
×
〇
・
六
㎝
）
が
押
さ
れ
て
い
る
。

一
八
六
七
年
開
催
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
も
出
品
さ
れ
た
よ
う

に
、
外
交
上
の
必
要
性
も
あ
り
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
老
中

か
ら
作
製
が
下
命
さ
れ
た
『
官
板
実
測
日
本
地
図
』
で
あ
る
が
（
杉

本
史
子
『
近
世
政
治
空
間
論
』、
二
〇
一
八
年
、
東
京
大
学
出
版

会
）、
慶
応
四
年
閏
四
月
の
再
版
や
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
明

治
政
府
の
大
学
南
校
が
刊
行
し
た
版
な
ど
も
存
在
す
る
。
台
紙
・

題
箋
の
色
や
開
成
所
の
小
型
朱
印
の
存
在
か
ら
、
当
館
蔵
の
地
図

は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
頃
に
開
成
所
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ

た
初
版
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
（
高
木
崇
世
之
「『
官
板
実

測
日
本
地
図
』
論
考
（
二
）」『
伊
能
忠
敬
研
究
』
第
二
八
号
、
二

〇
〇
二
年
、
伊
能
忠
敬
研
究
会
）。「
開
成
所
刊
行
」
小
型
朱
印
は
、

『
官
版
仏
郎
西
単
語
篇
』（
一
八
六
二
年
）、『
英
吉
利
文
典
』（
三
版
、

一
八
六
四
年
）
と
い
っ
た
書
籍
に
も
押
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る

と
さ
れ
る
（
櫻
井
豪
人
「「
開
成
所
刊
行
」
の
朱
印
と
開
成
所
刊
行

物
」『
汲
古
』
第
三
五
号
、
一
九
九
九
年
、
汲
古
書
院
）。

沼
津
文
庫
（
当
館
蔵
）
や
葵
文
庫
（
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
蔵
）

に
残
さ
れ
た
書
籍
か
ら
は
、「
沼
津
学
校
」
蔵
書
印
に
は
、
小
型

（
三
・
九
×
二
・
〇
㎝
）
の
も
の
と
大
型
（
六
・
五
×
四
・
九
㎝
）

の
も
の
の
二
種
が
知
ら
れ
る
が
、
当
該
の
『
官
板
実
測
日
本
地
図
』

に
押
さ
れ
て
い
る
の
は
小
型
の
ほ
う
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ

の
前
後
関
係
や
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

大
型
の
「
沼
津
学
校
」
蔵
書
印
が
押
さ
れ
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、

最
近
発
見
さ
れ
た
例
を
写
真
で
紹
介
し
て
お
く
。
伊
豆
市
牧
之
郷

（
か
つ
て
の
静
岡
県
田
方
郡
北
狩
野
村
）
の
旧
家
の
蔵
書
に
含
ま
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
当
館
で
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
こ

一
〇
年
以
内
に
も
、「
沼
津
学
校
」
小
型
朱
印
が
押
さ
れ
た
『
改
正

増
補
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
一
八
六
六
年
、
開
成
所
刊
）
が
古
書

店
で
売
り
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
散
逸
し
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

か
ら
発
見
さ
れ
た
沼
津
兵
学
校
旧
蔵
書
の
例
は
、「
新
発
見
の
沼
津

兵
学
校
旧
蔵
書
」（『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
』
第
一
〇
号
）
や

「
小
林
家
書
籍
目
録
」（『
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録
38
』）
な

ど
で
も
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
江
原
素
六
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
伊
能
図
の
原
図
の

一
部
が
旧
幕
府
か
ら
移
管
さ
れ
、
沼
津
兵
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
と
い
う
（
拙
稿
「
沼
津
兵
学
校
に
あ
っ
た
伊
能
図
」『
静
岡
県
近

代
史
研
究
会
会
報
』
第
三
一
二
号
、
拙
著
『
旧
幕
臣
の
明
治
維
新　

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
群
像
』）。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
と
『
官
板
実
測

日
本
地
図
』
と
は
直
接
関
係
な
い
。

�

（
樋
口
雄
彦
）

沼
津
兵
学
校
旧
蔵
の
『
官
板
実
測
日
本
地
図
』

シ
リ
ー
ズ
　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材 
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「沼津学校」蔵書印が押された『本朝往古沿革図説』
伊豆市牧之郷飯田家資料



当
館
所
蔵
・
江
原
素
六
関
係
文
書
の
中
に
、
明
治
三
四
年
（
一

九
〇
一
）
五
月
五
日
付
で
坂
部
正
修
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
作
製

さ
れ
た
「
東
照
神
君
御
遺
語　

犬
々
三
年
人
一
代
人
々
三
年
犬
一

代
」
と
い
う
一
枚
の
印
刷
物
が
あ
る
。
折
り
た
た
ま
れ
、
裏
側
（
差

出
人
）
に
「
麻
布
龍
土
町
五
十
七　

江
原
素
六
」
と
墨
書
さ
れ
た

封
筒
に
入
っ
て
い
た
。

坂
部
正
修
は
、
明
治
期
に
開
拓
使
十
二
等
出
仕
・
陸
軍
会
計
軍

吏
補
・
陸
軍
一
等
軍
吏
な
ど
を
歴
任
し
た
旧
幕
臣
・
静
岡
県
士
族

で
あ
る
。
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
一
八
日
に
亡
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
二
年
前
に
東
照
神
君
、
す
な
わ
ち
徳
川
家
康

の
「
あ
り
が
た
い
言
葉
」
を
印
刷
し
、
知
人
ら
に
配
布
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
江
原
は
そ
れ
を
誰
か
に
転
送
し
よ
う
と
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

坂
部
は
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
時
点
で
四
三
歳
だ
っ
た
の

で
、
江
原
素
六
よ
り
五
歳
ほ
ど
年
上
だ
っ
た
。
旧
交
会
・
同
方
会
・

葵
会
と
い
っ
た
旧
幕
臣
の
親
睦
団
体
の
会
員
名
簿
に
は
名
前
が
な

い
し
、
江
原
と
ど
の
よ
う
な
知
り
合
い
だ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
た
だ
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
一
〇
月
に
東
京
・
徳
川

家
達
邸
で
開
催
さ
れ
た
旧
幕
臣
出
身
陸
海
軍
将
校
凱
旋
歓
迎
会
に

は
来
賓
と
し
て
名
を
連
ね
た
ほ
か
（『
歓
迎
会
報
告
書
』）、
三
〇
年

（
一
八
九
七
）
の
鳥
羽
・
伏
見
戦
死
者
碑
建
立
に
対
し
て
は
寄
付
金

を
出
し
て
い
る
（『
戊
辰
東
軍
戦
死
者
碑
建
設
結
了
報
告
』）。
ま

た
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
死
亡
広
告
（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
六
年

四
月
二
〇
日
付
）
に
は
、
親
戚
と
し
て
小
山
教
能
（
弥
吉
、
陸
軍

一
等
軍
吏
、
明
治
三
九
年
没
・
五
九
歳
）
の
名
前
が
あ
る
。
小
山

は
旧
幕
時
代
に
は
撒
兵
差
図
役
頭
取
、
静
岡
藩
で
は
沼
津
兵
学
校

修
行
兵
の
隊
長
だ
っ
た
の
で
（
前
田
匡
一
郎
『
駿
遠
へ
移
住
し
た

徳
川
家
臣
団
』
第
三
巻
）、
そ
の
関
係
で
江
原
と
も
交
遊
関
係
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
人
か
ら
贈
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、

江
原
家
資
料
に
は
坂
部
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
も
残
さ
れ
て
い
た
。

さ
て
、「
東
照
神
君
御
遺
語
」
の
こ
と
で
あ
る
。
印
刷
さ
れ
た
文

章
か
ら
は
、「
平
東
雄
」、
す
な
わ
ち
勤
王
の
志
士
・
国
学
者
佐
久

良
東
雄
（
一
八
一
一
～
六
〇
）
が
、「
本
居
大
人
随
筆
」、
つ
ま
り

本
居
宣
長
の
随
筆
『
玉
勝
間
』
に
紹
介
さ
れ
た
徳
川
家
康
の
逸
話

に
感
激
し
、
そ
の
内
容
を
人
々
に
広
め
る
べ
く
執
筆
し
た
解
説
文

を
、
以
前
に
入
手
し
て
い
た
坂
部
が
、
そ
れ
を
人
生
の
支
え
に
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
耳
順
（
六
〇
歳
）
の
記
念
と
し
て
、
さ
ら

に
世
間
に
宣
伝
し
た
い
と
考
え
、
印
刷
・
配
布
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ば
二
重
の
利
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
桜
田
門
外
の
変
に
連
座
し
幕
府
に
怨
み
を
抱
い
て
獄
死
し
た

佐
久
良
が
、
徳
川
家
康
の
言
葉
を
奉
戴
し
た
と
い
う
の
に
は
少
し

疑
問
が
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
と
し
て

お
く
。

典
拠
と
な
っ
た
本
居
宣
長
の
著
書
（
岩
波
文
庫
版
『
玉
勝
間
』

下
）
に
は
、「
板
坂
卜
斎
物
語
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
要
約
す
れ

ば
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
大
御
所
様
」
こ
と
徳
川
家
康

は
、
昔
か
ら
の
教
訓
と
し
て
、「
小
身
の
侍
共
」
に
常
々
お
っ
し
ゃ
っ

て
お
ら
れ
た
。
他
人
か
ら
「
犬
だ
と
」
と
蔑
ま
れ
て
も
、
三
年
間

は
我
慢
し
て
慎
ま
し
く
生
活
す
れ
ば
、
奉
公
も
「
人
倫
の
ま
じ
は

り
」
も
十
分
に
で
き
る
。
一
方
、
他
人
か
ら
「
き
れ
い
な
る
人
」

だ
と
お
だ
て
ら
れ
、「
酒
宴
」
や
「
振
舞
」
に
浪
費
ば
か
り
し
て
い

れ
ば
、
や
が
て
人
馬
も
養
え
な
く
な
り
、
い
ざ
と
い
う
時
、
出
陣

す
ら
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
一
生
の
間
、「
犬
畜
生
」
と
卑
し

め
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
も
そ
も
の
典
拠
が
「
板
坂
卜
斎
物
語
」
だ
と
す
れ
ば
、
坂
部

作
製
の
印
刷
物
は
、
二
重
ど
こ
ろ
か
三
重
の
引
用
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
板
坂
卜
斎
（
二
世
）
は
、
家
康
・
秀
忠
に
仕
え
た
医
師

で
あ
る
。

こ
の
「
東
照
神
君
御
遺
語
」
は
、
江
原
素
六
の
座
右
の
銘
で
も

あ
っ
た
「
先
憂
後
楽
」
の
精
神
に
も
通
じ
る
。
江
原
も
こ
れ
を
読

ん
で
、
家
康
の
言
葉
に
敬
服
し
た
に
違
い
な
い
。

以
下
は
余
談
で
あ
る
。
坂
部
正
修
の
祖
父
か
と
思
わ
れ
る
、
坂

部
兵
助
（
正
信
、
天
保
一
二
年
没
、
菩
提
寺
で
あ
る
東
京
都
新
宿

区
・
法
善
寺
の
墓
誌
よ
り
）
は
、
幕
府
の
徒
目
付
を
つ
と
め
て
い

た
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）、
同
僚
の
小
川
伊
兵
衛
と
と
も
に
、

殺
人
を
犯
し
た
息
子
の
責
任
を
問
わ
れ
近
江
国
・
大
溝
藩
預
け
と

な
っ
て
い
た
蝦
夷
地
探
検
家
近
藤
重
蔵
が
病
死
し
た
際
、
そ
の
検

使
役
を
つ
と
め
て
い
る
（『
近
藤
正
斎
全
集
』
第
一
巻
）。
ま
た
、

小
川
伊
兵
衛
の
子
小
川
辰
太
郎
（
達
太
郎
、
明
治
三
年
一
月
一
三

旧
幕
臣
坂
部
正
修
が
配
布
し
た
東
照
神
君
御
遺
語

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺 
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坂部正修
当館蔵

62歳の明治34年（1901）撮影。
江原素六旧蔵で、「東照神君御遺
語」とともに送付されてきたも
のかもしれない。



沼津市明治史料館通信
第166号

令和８年７月31日
編集・発行　沼津市明治史料館
〒410-0051 沼津市西熊堂372-1

℡ 055‐923‐3335
℻ 055‐925‐3018

印刷　みどり美術印刷株式会社

館外展示のお知らせ

日　時　９月２日（水）～９月29日（火）
内　容　今回の館外展示は、「昭和100年」記念の一環として、戦後復興期の沼津を写真で振り返ります。
　　　　写真を通して、当時の人々の思いや、沼津のたくましい息吹を感じていただければと思います。
場　所　沼津信用金庫本店ストリートギャラリー　沼津市大手町５丁目６－16

第23回明治史料館　館蔵資料展「写真でみる戦後復興期の沼津」

日
没
・
四
二
歳
、
沼
津
市
・
大
中
寺
に
墓
石
あ
り
）
は
、
維
新
後

は
静
岡
藩
の
沼
津
添
奉
行
に
な
っ
た
人
で
あ
る
が
、
幕
末
に
は
徒

目
付
・
長
崎
奉
行
支
配
吟
味
役
・
信
州
中
野
代
官
な
ど
を
経
て
、

房
総
の
幕
府
領
を
担
当
す
る
代
官
を
つ
と
め
て
お
り
、
そ
の
際
に

近
藤
重
蔵
の
四
男
守
信
（
熊
蔵
・
重
三
郎
）
を
手
代
と
し
て
採
用

し
て
い
る
（
谷
本
晃
久
『
近
藤
重
蔵
と
近
藤
富
蔵
』、
二
〇
一
四

年
、
山
川
出
版
社
）。
亡
父
と
重
蔵
の
間
に
前
述
の
よ
う
な
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
易
さ
れ
た
近
藤
家
の
再
興
に
力
を
貸
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
偶
然
な
の
か
。

�

（
樋
口
雄
彦
）

翻
刻
（
読
点
は
適
宜
付
し
た
）

東
照
神
君
御
遺
語

　

犬
々
三
年
人
一
代
人
々
三
年
犬
一
代

　

此
御
語
ハ

　

神
君
御
近
侍
の
衆
へ
常
々
御
心
切
に
仰
ら
れ
し
御
語
な
り
と
そ
、

　

御
語
意
ハ
士
農
工
商
誰
に
て
も
犬
畜
生
と
い
は
る
ゝ
を
も
不
顧
、

　

一
向
に
三
年
間
倹
約
し
て
暮
せ
ハ
善
風
習
と
成
て
、
其
身
分
限
相
応

　

の
事
足
り
、
君
に
仕
へ
親
に
仕
か
ふ
る
に
も
凝
滞
ら
す
、
兄
弟
親
類

　

朋
友
の
貧
し
き
を
助
け
他
人
に
も
礼
儀
厚
く
交
ら
れ
、
生
涯
真
乃

　

善
人
と
い
は
れ
て
朝
夕
勇
ま
し
く
過
し
、
又
驕
奢
て
三
年
間
好
人
と

　

い
ハ
れ
て
過
せ
ハ
其
悪
習
よ
り
終
に
貧
窮
し
他
人
へ
も
不
義
理
に

　

成
ま
ゝ
に
人
非
人
よ
犬
畜
生
よ
と
悪
み
い
は
れ
不
忠
不
孝
乃
身
と
成
て
、

　

曇
天
に
泥
中
に
在
て
寝
て
も
さ
め
て
も
不
快
あ
た
ら
世
を
果
す
ハ

　

浅
間
敷
事
と
の
御
語
な
り
と
そ
、
万
民
二
百
余
季
大
平
の
御
恩
沢
を

　

頂
戴
も
、此
御
尊
慮
よ
り
と
乍
恐
感
涙
し
奉
る
へ
き
御
語
な
り
、此
御
語
の

　

無
比
類
貴
く
辱
き
よ
し
先
師
本
居
大
人
随
筆
に
記
さ
れ
た
る
を

　

感
涙
の
あ
ま
り
人
に
も
弘
く
拝
見
さ
せ
ま
ほ
し
く
て
、
か
く
は
物

　

せ
る
な
り

�

平
東
雄
謹
註

�

　
　
　

予
昔
年
此
書
を
得
て
よ
り
其
御
語
を
遵
守
す
る
事
久
し
、

　
　
　

今
哉
耳
順
の
齢
を
越
へ
る
も
い
ま
た
他
の
保
助
を
よ
ふ
の
不
幸

　
　
　

に
あ
わ
ず
し
て
今
日
老
後
を
楽
し
む
も
偏
に
御
語
の
賜
な
り
、

　
　
　

報
恩
の
微
意
広
く
諸
人
へ
此
御
語
を
伝
へ
ん
事
を
希
ふ
て

　
　
　

爰
に
謹
写
す

　
　
　
　

明
治
参
拾
四
年
五
月
五
日�

坂
部
正
修

「東照神君御遺語　犬々三年人一代人々三年犬一代」
当館蔵

▲都市計画が進む沼津駅前（昭和30年頃）▲大手町付近（昭和21年）


